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2/23　殿田小学校半日入学・黄帽子の採寸�

縒 平成１９年度から新しい農業政策がスタートします�
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（活動の項目を列挙した活動指針に基づいて、一定以上の取り組みを行う計画を作ります）�
活動計画の例�

一
定
以
上
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活
動
項
目
を�

選
択
し
て
取
り
組
み
ま
す�

誘
導
部
分�

基
礎
部
分�

全
て
の
活
動
項
目
に�

取
り
組
み
ま
す�

地域住民やNPO等
を交えた話し合い�

地域全体への�
啓発・普及�

生き物調査の
実施�

水路沿いに�
花の植付�

施設の寿命を縮める
劣化がないか点検�

きめ細かな補修、
保全の役割分担�

破損部分をこま
めに補修�

ゲートの保守
管理の徹底�

施設の機能に支障が
生じていないか点検�

実践活動の年間
計画を策定�

水路の江ざらい、
草刈り�

農道への砂利
の補充�

点検・準備� 計画・啓発� 実践活動�

農村環境�
向上活動�
（生態系保全、
景観形成など農
村の環境を良く
する活動・4項目
以上を選択）�

農地・水向上�
活動�

（施設の長寿
命化につながる
きめ細かな保全
管理・5割以上
の項目を選択）�

資源の適切�
な保全管理�
（維持保全の
ために必要な
基礎的な活動）�

…�

…�
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を
つ
く
り
、
規
約
、
活
動
計
画
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
実
践

し
た
場
合
に
活
動
組
織
に
対
し
て

支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
対
策
の
対
象
と
な
る
た
め

に
は
、
ま
ず
集
落
な
ど
を
単
位
と

し
て
農
家
を
中
心
に
地
域
住
民
や

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
非
農
家

を
含
め
て
構
成
す
る
「
活
動
組
織
」

一
つ
目
の
柱
と
し
て
、
農
地
・

水
な
ど
の
資
源
や
環
境
の
保
全
向

上
を
図
る
た
め
の
「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
が
始
ま
り

ま
す
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
多
面

的
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

農
道
、
水
路
な
ど
の
農
業
資
源
を

保
全
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
や
先
進
的
な
環
境
保
全
型
農
業

な
ど
に
対
し
て
助
成
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
南
丹
市
で
は
、
今
ま
で

か
ら
地
域
や
集
落
で
積
極
的
に
多

く
の
活
動
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
本
対
策
を
活
用
し
て
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
な
活
動
が
継
続

さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
応
援
し
ま

す
。
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（国と地方の合計）�

水田�

畑�

草地�

10a当たりの単価�
（円／10a）�

4,400円／10a

2,800円／10a

400円／10a

共同活動への支援�
（図①）�

（図②）

【
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
】



■
共
同
活
動
へ
の
支
援

地
域
が
共
同
で
管
理
す
る
農
道

や
水
路
で
の
活
動
に
対
し
て
支
援

さ
れ
ま
す
。（
図
④
）

農
地
や
水
路
、
農
道
の
維
持
保

全
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
活

動
を
行
う
「
基
礎
部
分
」
と
併
せ
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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
…

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
、
多
面

的
機
能
の
発
揮
、
農
業
の
持
続
的

発
展
お
よ
び
農
村
の
振
興
を
目
標

に
策
定
さ
れ
た
農
業
計
画�

�

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
…
都
道
府
県
が
認

定
す
る
、「
土
づ
く
り
、減
化
学
肥
料
、

減
化
学
農
薬
」の
三
つ
の
技
術
に
一
体

的
に
取
り
組
む
農
業
者�

用
語
解
説�

※
１�

※
２�

地域共同で管理�個人が管理� 個人が管理�

農
道�

末
端
水
路

末
端
水
路�

末
端
水
路�

共同活動区分�
（図④）�

　　　取り組み�

取り組みであること�

取り組みを実施�

すること�

地域全体での環境負荷低減に向け

た取り組みを進めるため、技術の

研修・実証、土壌や生物の調査分

析などの活動に対して支援�

（図③）

て
、
農
業
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ

な
が
る
保
全
管
理
を
行
う
軈
農

地
・
水
向
上
活
動
軋
と
、
生
態
系

や
景
観
の
保
全
な
ど
農
村
の
環
境

を
良
く
す
る
軈
農
村
環
境
向
上
活

動
軋
を
行
い
「
誘
導
部
分
」
に
取

り
組
む
場
合
に
支
援
が
行
わ
れ
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
農
道

や
水
路
な
ど
農
業
施
設
の
点
検
・

保
全
を
行
い
、
補
修
作
業
や
清
掃

活
動
な
ど
の
作
業
計
画
を
策
定
し

実
践
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

自
治
会
な
ど
と
連
携
し
て
生
き
物

調
査
や
非
か
ん
が
い
期
に
水
路
に

水
を
通
し
て
水
質
保
全
に
努
め
る

な
ど
生
態
系
・
水
質
・
景
観
や
環

境
の
保
全
と
、
農
業
施
設
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選
択
し
て

実
施
し
ま
す
。（
図
②
）

共
同
活
動
に
対
す
る
支
援
は
、

地
域
内
の
水
田
・
畑
・
草
地
に
応

じ
て
十
諱
あ
た
り
の
助
成
単
価
を

基
準
に
、
助
成
金
が
活
動
組
織
に

交
付
さ
れ
ま
す
。（
図
①
）

な
お
、
助
成
の
対
象
と
な
る
の

は
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
の

み
で
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
（
農
業
の
生
産

条
件
に
関
す
る
条
件
不
利
を
補
正

す
る
た
め
の
支
援
制
度
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
地
域
で
は
農
地
の

維
持
に
対
す
る
項
目
に
、
支
援
活

動
の
対
象
と
な
る
活
動
と
同
じ
も

の
が
あ
る
の
で
、
追
加
活
動
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
営
農
活
動
へ
の
支
援

共
同
活
動
に
取
り
組
む
地
域
で
、

次
の
取
り
組
み
を
全
て
行
っ
て
い

る
活
動
組
織
に
対
し
て
、
支
援
が

あ
り
ま
す
。（
図
③
）

①
エ※
２

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受

け
た
農
業
者
の
農
地
な
ど
が
あ
る
。

②
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
京

都
府
が
定
め
て
い
る
各
農
産
物

の
一
般
的
な
栽
培
に
関
す
る
使

用
量
か
ら
五
割
以
上
減
ら
す
実
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施
計
画
を
持
ち
、「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
へ
申
請

し
て
い
る
。

③
地
域
で
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も

っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
農

業
者
の
八
割
以
上
が
、
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
農
業
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
営
農
活
動
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
内
で
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
作
物
に
応
じ
て
、

図
③
の
支
援
の
内
容
の
と
お
り
、

十
諱
あ
た
り
の
助
成
単
価
を
基
準

に
助
成
金
が
活
動
組
織
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

二
つ
目
の
柱
と
し
て
、
米
の
生

産
調
整
支
援
を
「
米
政
策
改
革
推

進
対
策
」
と
し
て
見
直
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
産
の
米
ま
で
は
、

国
が
都
道
府
県
や
市
町
村
を
通
じ
、

米
の
生
産
目
標
数
量
を
配
分
通
知

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
年

産
の
米
か
ら
は
図
⑤
の
と
お
り
、

米
の
需
要
量
に
関
す
る
情
報
を
国

か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
か
ら
提

供
を
受
け
、
農
業
者
・
農
業
者
団

体
が
中
心
と
な
っ
て
需
給
調
整
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

マーケットからの情報�

情
報
提
供�

情
報
提
供�

農
業
者 

農
業
者
団
体
が
主
体
的
に
需
給
調
整
を
実
施�

市町村� 国�

農業者�

市町村別（地域
別）の需要情報�

生産調整方針作成者の
主体的な需給調整を支援�
�

生産調整方針作成者�
（JA等）�

第三者機関的組織（地域協議会）�
（市町村、JA等全方針作成者等）�

市町村別�
（地域別）の�
需要情報�

地域協議会等
からの情報を
基にJA等の方
針作成者自ら
の生産目標数
量を決定�

蘆集荷・販売
等需給情報�

蘆JA等の方針作成者が実効ある形で
参画�

蘆JA等の方針作成者間の調整、担い
手や自給的農家の扱い等の配分の
一般ルールを設定�

蘆ビジョンの実現に向けた地域全体の
調整機関としての役割を遂行�

県中、全農県本
部、県集連等�

蘆集荷・販売
等需給情報�

全中、全農、
全集連等�

第三者機関的組織�
（都道府県協議会）�
（県、県中、県本部等）�

蘆全国の�
　需要見通し�
蘆都道府県別
の需要情報�

食
糧
部
会�

意
見�

米穀機構�

都道府県�

方針に参加している
農業者に配分�

■
米
の
生
産
調
整
を
行
っ
て
い
る

農
家
へ
の
支
援

米
の
生
産
目
標
数
量
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
農
家
に
は
、
平
成
十

六
年
度
か
ら
十
八
年
度
に
行
っ
て

き
た
、
水
田
を
利
用
し
て
安
心
安

全
の
農
作
物
づ
く
り
と
、
地
域
の

特
産
物
を
推
進
す
る
「
産
地
づ
く

り
交
付
金
」
で
引
き
続
き
支
援
さ

れ
ま
す
。

南
丹
市
で
は
旧
町
ご
と
の
協
議

会
を
統
合
し
「
南
丹
市
地
域
水
田

農
業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
て
、

地
域
の
特
性
や
特
産
品
な
ど
を
考

慮
し
、
支
援
の
対
象
と
な
る
品
目
と

支
援
の
内
容
を
決
め
る
予
定
で
す
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
は
、
交
付

金
の
使
い
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
項
目
（
米
価
下
落
対
策
、
転
作

作
物
の
振
興
対
策
、
担
い
手
の
育

成
・
支
援
対
策
な
ど
）
に
ど
う
使

う
か
は
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ

り
設
定
で
き
る
の
で
、
南
丹
市
で

は
、
生
産
者
や
農
業
者
団
体
な
ど

と
相
談
し
、
麦
・
豆
類
の
ほ
か
に
、

み
ず
菜
、
壬
生
菜
な
ど
の
地
域
の

特
産
で
あ
る
京
の
伝
統
野
菜
や
、

地
産
池
消
の
野
菜
づ
く
り
、
担
い

手
に
対
す
る
支
援
を
対
象
に
す
る

こ
と
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
の
柱
と
し
て
、
農
業
の

（図⑤）

【
米
政
策
改
革
推
進
対
策
】

【
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
】

担
い
手
に
対
し
て
支
援
を
行
う

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
が

始
ま
り
ま
す
。

地
域
の
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化

で
農
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

能
力
と
意
欲
の
あ
る
担
い
手
の
経

営
の
安
定
を
図
る
施
策
で
す
。

自
国
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
米

と
、
国
内
で
の
自
給
率
が
低
く
、

安
い
コ
ス
ト
で
諸
外
国
か
ら
輸
入

さ
れ
る
麦
（
ビ
ー
ル
麦
を
除

く
）
・
白
大
豆
に
つ
い
て
、
各
品

目
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
支
援
施

策
が
、
生
産
条
件
の
格
差
を
是
正

し
農
家
の
収
入
の
変
動
の
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
品
目

を
全
て
合
算
し
た
政
策
に
な
り
ま

す
。
こ
の
支
援
を
受
け
る
に
は
認※

３

定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条

件
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一※

４

定
要

件
を
そ
な
え
た
集
落
営
農
組
織
で

も
同
様
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
南
丹
市
で
は
す
で
に

昨
年
秋
の
麦
の
作
付
け
か
ら
、
対

象
と
な
る
生
産
農
業
者
に
申
請
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
作
付
け
が
行
わ
れ
る

米
・
白
大
豆
に
つ
い
て
は
、
四
月

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
策
の
加
入
と
特
例
要
件

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
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用
語
解
説�

認
定
農
業
者
…
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
基
づ
く
農
業
の
経
営

計
画
を
申
請
し
、
市
町
村
の
認
定

を
受
け
て
い
る
農
業
者�

�

一
定
要
件
を
を
そ
な
え
た
集
落
営

農
組
織
…
●
組
織
と
し
て
規
約
が

あ
る
。
●
経
理
を
一
元
化
し
て
い

る
。
●
農
業
所
得
の
目
標
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
●
五
年
以
内
の
農

業
法
人
化
を
計
画
し
て
い
る
。
●

地
域
の
三
分
の
二
以
上
の
農
地
集

積
を
目
標
と
し
て
い
る�

※
３�

※
４�

③
農
業
所
得
に
よ
る
要
件
と
特
例
　

支援の内容�

【対象品目】
麦、白大豆�

　担い手の生産コストのうち、販売収入では賄
えない部分を補てんします。�

　その年の収入が過去の平均収入を下回っ
た場合に、減収額の9割を補てんします。�
（生産者から一定の拠出が必要です。）�

【対象品目】ゲタ対策 ナラシ対策

（図⑥）�

米、麦、白大豆�

基
準
収
入�

収入�

担
い
手
の
生
産
コ
ス
ト�

生
産
物
の�

販
売
収
入�

過去の生産実績�
に基づく補てん�

毎年の生産量・�
品質に基づく補てん�

減収額の9割を補てん�

（図⑦）� ①
経
営
面
積
に
よ
る
要
件
と
特
例
　

【
南
丹
市
と
し
て
の
農
業
者
支
援
】

は
、
農
業
者
が
国
（
近
畿
農
政
局

や
京
都
統
計
情
報
セ
ン
タ
ー
南
丹

庁
舎
な
ど
）
へ
申
請
し
、
国
が
定

め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
加

入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
要
件
に
つ
い
て
は
加
入
要
件
が

緩
和
さ
れ
る
特
例
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
が
定
め
る
要
件

は
次
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

農
地
基
本
台
帳
上
の
現
況
地
目

の
う
ち
「
田
」「
畑
」
の
合
計
面
積

で
判
断
し
ま
す
。
南
丹
市
は
経
営

面
積
が
全
国
平
均
よ
り
少
な
い
の

で
、
次
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

〈
認
定
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

の
場
合
〉

経
営
面
積
の
基
準
は
四
謔
で
す

が
、
南
丹
市
は
三
・
一
謔
ま
で
緩

和
さ
れ
ま
す
。

〈
集
落
営
農
組
織
の
場
合
〉

経
営
面
積
の
基
準
は
二
十
謔
で

す
が
、
南
丹
市
は
十
五
・
六
謔
ま

で
緩
和
さ
れ
ま
す
。

②
生
産
調
整
を
担
う
受
託
組
織
の

要
件
と
特
例

地
域
の
米
の
生
産
調
整
面
積

（
米
を
作
っ
て
い
な
い
耕
地
面
積
）

の
半
分
以
上
を
受
託
す
る
組
織
は
、

地
域
の
生
産
調
整
率
を
も
と
に
加

入
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
南
丹

市
で
は
経
営
面
積
が
四
・
二
謔
ま

で
緩
和
さ
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）の

場
合
、
南
丹
市
の
農
業
の
発
展
を

目
指
し
て
地
域
農
業
者
の
目
標
と

し
て
定
め
た
「
農
業
経
営
基
盤
の

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」

（
以
下
　
基
本
構
想
）
に
よ
る
農
業

経
営
の
目
標
と
な
る
所
得
（
南
丹

市
で
は
四
百
万
円
）
の
二
分
の
一

を
超
え
、
か
つ
対
象
品
目
（
米
・

麦
・
白
大
豆
）
を
合
わ
せ
た
収
入

額
、
所
得
額
、
ま
た
は
経
営
規
模

（
面
積
）
の
い
ず
れ
か
が
経
営
全
体

の
お
お
む
ね
三
分
の
一
以
上
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
集
落

営
農
組
織
の
場
合
は
組
織
の
主
た

る
従
事
者
が
集
落
営
農
組
織
か
ら

受
け
る
所
得
が
基
本
構
想
に
よ
る

農
業
経
営
の
目
標
所
得
（
南
丹
市

で
は
四
百
万
円
）
の
二
分
の
一
を

超
え
、
か
つ
対
象
品
目
（
米
、
麦
、

白
大
豆
）
を
合
わ
せ
た
収
入
額
、

所
得
額
、
ま
た
は
経
営
規
模
（
面

積
）
の
い
ず
れ
か
が
経
営
全
体
の

三
分
の
一
以
上
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

■
対
策
加
入
者
へ
の
支
援
の
内
容

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織

が
対
策
に
加
入
す
る
と
国
か
ら
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
策
は
、

収
入
の
変
動
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
の
補
て
ん
と
、
諸
外
国
と
の

生
産
条
件
格
差
を
是
正
す
る
た
め

の
補
て
ん
の
二
つ
の
内
容
か
ら
な

り
ま
す
。

①
収
入
の
変
動
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
の
補
て
ん（
ナ
ラ
シ
対
策
）

今
ま
で
は
各
品
目
ご
と
に
助
成

が
行
わ
れ
て
い
た
米
・
麦
・
白
大

豆
が
、
図
⑥
の
よ
う
に
基
準
収
入

に
対
す
る
補
て
ん
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
各
品
目
ご
と
に
そ
の
年
の

収
入
が
、
基
準
収
入
（
過
去
五
カ

年
の
収
入
の
う
ち
最
も
高
い
収
入

と
低
い
収
入
を
除
く
三
カ
年
の
平

均
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の

合
計
の
減
収
額
の
九
割
が
補
て
ん

さ
れ
る
も
の
で
す
。

②
諸
外
国
と
の
生
産
条
件
格
差
を

是
正
す
る
た
め
の
補
て
ん
（
ゲ

タ
対
策
）

生
産
コ
ス
ト
の
安
い
諸
外
国
か

ら
輸
入
さ
れ
て
く
る
、
麦
・
白
大

豆
の
国
内
で
の
自
給
率
を
高
め
る

た
め
、
担
い
手
の
生
産
コ
ス
ト
の

う
ち
、
生
産
物
の
販
売
収
入
で
は

賄
え
な
い
部
分
は
、
平
成
十
六
年

か
ら
十
八
年
産
の
平
均
生
産
実
績

に
基
づ
く
額
と
、
毎
年
の
生
産
量

お
よ
び
品
質
に
基
づ
く
額
を
合
わ

せ
た
額
で
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
ま

す
。（
図
⑦
）

南
丹
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
国
政

に
お
け
る
農
政
改
革
を
有
効
に
活

用
し
、
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
く
と
と
も
に
、

京
都
府
や
南
丹
市
独
自
の
農
業
振

興
事
業
と
併
せ
て
地
域
の
気
候
風

土
の
特
性
を
生
か
し
た
農
業
特
産

物
づ
く
り
へ
の
支
援
を
行
い
、
地

域
に
お
け
る
農
業
の
振
興
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
」
で
、
農
業
者
と
地
域

社
会
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
と
が
協
力
し
て
地
域
農
業
の
維

持
と
活
性
化
を
図
り
、
環
境
問
題

な
ど
に
つ
い
て
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
林
商
工
課

℡
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
五
〇

各
支
所
産
業
振
興
課

園
部
　
℡
六
八
―
〇
〇
一
二

八
木
　
℡
四
二
―
二
三
〇
〇

日
吉
　
℡
六
八
―
〇
〇
三
三

美
山
　
℡
六
八
―
〇
〇
四
二



材
の
育
成
」
を
理
念
と
し
、
在
学

中
に
二
級
建
築
士
や
イ
ン
テ
リ
ア

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
が
取
得
で
き

る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
と
ら
れ
て
お

り
、
全
国
各
地
か
ら
現
在
二
千
人

以
上
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
十
四
年
か
ら
は
放
送
大

学
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
、
大
学

の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
る
コ
ー

ス
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
約
八
千
人
の
方
が
卒
業
さ

れ
、
優
れ
た
人
材
を
多
く
輩
出
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ

ま
え
、
今
春
よ
り
校
名
を
新
た
に

し
、「
新
し
い
大
学
教
育
の
カ
タ
チ
」

と
し
て
、
南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
か

れ
ま
す
。

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
進
め
る

―

京
都
建
築
大
学
校
―

平
成
三
年
に
開
校
し
、
今
年
で

開
校
十
七
年
目
と
な
る
京
都
国
際

建
築
技
術
専
門
学
校
で
は
、
四
月

か
ら
新
し
く
「

京
都
建
築
大
学

校
」
と
校
名
変
更
さ
れ
ま
す
。

同
校
で
は
、「
企
業
が
求
め
る
人

〈専〉

〈専〉

旧
園
部
町
で
は
、
昭
和
六
十
二

年
か
ら
「
国
際
学
園
都
市
計
画
」

を
策
定
し
、
京
都
国
際
建
築
技
術

専
門
学
校
や
京
都
伝
統
工
芸
専
門

学
校
、
京
都
医
療
技
術
短
期
大
学

（
今
春
か
ら
京
都
医
療
科
学
大
学
）、

佛
教
大
学
園
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

校
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

京
都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
は
旧

園
部
町
、
京
都
府
、
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｄ
奨

学
会
（
京
都
国
際
建
築
技
術
専
門

学
校
の
関
連
団
体
）、
伝
統
工
芸
団

体
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
「
財
団

法
人
京
都
伝
統
工
芸
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
」（
新
谷
秀
一
理
事
長
）
に

よ
り
設
立
さ
れ
、
現
在
は
京
都
国

際
建
築
技
術
専
門
学
校
と
と
も
に
、

学
校
法
人
「
二
本
松
学
院
」
が
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
大
学
校
」
へ
の
名
称
変

更
に
よ
り
、
高
等
教
育
機
関
と
し

て
技
術
教
育
環
境
の
拡
充
が
行
わ

れ
ま
す
。
南
丹
市
で
も
多
く
の
若

者
が
集
う
地
域
資
源
と
し
て
、
各

教
育
機
関
と
連
携
し
地
域
の
活
性

6

2007.3
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▲陶芸品製作の実習の様子

▲製図実習の様子

平
成
三
年
に
開
校
の
京
都
国
際
建
築
技
術
専
門
学
校
と
、
平
成
七
年
に

開
校
の
京
都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
が
、
今
年
四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「

京
〈専〉

都
建
築
大
学
校
」、「

京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
」
と
名
称
変
更
さ
れ
、
よ

り
充
実
し
た
体
制
で
優
れ
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

〈専〉

今春�今春�今春�今春�今春今春�今春�

誕生誕生�

「 　 」�
「 　 」�
京 都 建 築 大 学 校 �
京都伝統工芸大学校京都伝統工芸大学校�
「 　 」�
「 　 」�
京 都 建 築 大 学 校 �
京都伝統工芸大学校�

誕生�
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■
伝
統
工
芸
の
人
材
育
成
を
担
う

―

京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
―

「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
全
国

で
初
め
て
の
施
設
と
し
て
平
成
七

年
に
開
校
し
、
今
年
で
開
校
十
二

年
目
と
な
る
京
都
伝
統
工
芸
専
門

学
校
は
、
四
月
か
ら
新
し
く
「

京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
」
と
校
名

変
更
さ
れ
ま
す
。

同
校
で
は
、
京
都
の
伝
統
工
芸

界
で
活
躍
す
る
現
役
の
伝
統
工
芸

士
が
、
教
授
や
講
師
と
し
て
指
導

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
約
千
六
百
人
が
卒
業
し
、

多
く
の
方
が
伝
統
産
業
の
後
継
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

同
校
で
は
、
伝
統
工
芸
の
人
材

育
成
や
消
費
者
と
の
交
流
事
業
を

推
進
し
、
よ
り
優
れ
た
人
材
育
成

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
攻
は

陶
芸
、
木
工
芸
、
金
属
工
芸
な
ど

の
ほ
か
、
放
送
大
学
と
も
連
携
し

学
士
号
の
取
得
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
四
月
か
ら
は
大
学
院

入
学
資
格
が
得
ら
れ
る
四
年
制
の

高
度
専
門
課
程
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、伝
統
産
業
と
ハ
イ
テ
ク
技

術
の
融
合
に
よ
る
新
分
野
の
産
業

開
拓
を
目
指
す「
京
都
新
光
悦
村
」

へ
の
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈専〉

〈専〉

本
学
は
平
成
三
年
に
「
京

本
学
は
平
成
三
年
に
「
京

本
学
は
平
成
三
年
に
「
京

都
国
際
建
築
技
術
専
門
学
校
」

都
国
際
建
築
技
術
専
門
学
校
」

都
国
際
建
築
技
術
専
門
学
校
」

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
こ

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
こ

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
「
す
べ
て
の
学
生
の

れ
ま
で
「
す
べ
て
の
学
生
の

れ
ま
で
「
す
べ
て
の
学
生
の

た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

技
術
修
得
と
資
格
取
得
に
特

技
術
修
得
と
資
格
取
得
に
特

技
術
修
得
と
資
格
取
得
に
特

化
し
た
教
育
活
動
を
目
的
に

化
し
た
教
育
活
動
を
目
的
に

化
し
た
教
育
活
動
を
目
的
に

「
社
会
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
に
努

「
社
会
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
に
努

「
社
会
で
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
」
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元
南
丹
市
民
の
皆
さ
ま

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元
南
丹
市
民
の
皆
さ
ま

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元
南
丹
市
民
の
皆
さ
ま

に
、
当
大
学
校
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
連
携
を
深

に
、
当
大
学
校
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
連
携
を
深

に
、
当
大
学
校
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
連
携
を
深

め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

京都国際建築技術専門学校京都国際建築技術専門学校京都国際建築技術専門学校

学校長学校長学校長 吉田　　晉吉田 晉吉田 晉さんさんさん

本
学
は
平
成
七
年
に
「
京

本
学
は
平
成
七
年
に
「
京

本
学
は
平
成
七
年
に
「
京

都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
」
と

都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
」
と

都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
」
と

し
て
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
地

し
て
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
地

し
て
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
地

域
の
小
・
中
学
校
や
地
元
の

域
の
小
・
中
学
校
や
地
元
の

域
の
小
・
中
学
校
や
地
元
の

方
を
招
い
た
工
芸
体
験
教
室

方
を
招
い
た
工
芸
体
験
教
室

方
を
招
い
た
工
芸
体
験
教
室

な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
京
都
新
光
悦
村
へ
の

現
在
、
京
都
新
光
悦
村
へ
の

現
在
、
京
都
新
光
悦
村
へ
の

進
出
計
画
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
学
生
と
市
民
の
皆
さ
ま

進
出
計
画
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
学
生
と
市
民
の
皆
さ
ま

進
出
計
画
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
学
生
と
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に

と
の
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に

と
の
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に

市
内
の
各
学
校
や
地
域
の
方
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い

市
内
の
各
学
校
や
地
域
の
方
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い

市
内
の
各
学
校
や
地
域
の
方
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 京都伝統工芸専門学校京都伝統工芸専門学校京都伝統工芸専門学校

学校長学校長学校長 松村　賢治松村 賢治松村 賢治さんさんさん



■
入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
　

ま
す

七
十
歳
未
満
の
方
が
入
院
さ
れ

た
と
き
、
平
成
十
九
年
三
月
ま
で

は
、
自
己
負
担
額
（
医
療
費
の
三

割
ま
た
は
二
割
）
を
全
額
負
担
し

た
後
、
申
請
に
よ
り
限
度
額
を
超

え
た
分
を
高
額
療
養
費
と
し
て
受

給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
十
九

年
四
月
か
ら
は
、
保
険
証
と
合
わ

せ
て
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

入
院
時
の
一
カ
月
ご
と
の
窓
口
負

担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

8
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謾
に
八
万
百
円
を
合
わ
せ
た
八
万

千
四
百
三
十
円
が
医
療
機
関
窓
口

で
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

同
一
の
医
療
機
関
で
過
去
一
年
間

に
一
世
帯
で
高
額
療
養
費
に
該
当

す
る
支
払
い
が
四
回
以
上
あ
っ
た

場
合
は
自
己
負
担
限
度
額
は
右
表

の
「
4
回
目
以
降
」
の
欄
に
あ
る

金
額
と
な
り
ま
す
。

■
入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
、

申
請
が
あ
っ
た
世
帯
に
対
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
入
院
前
に
、

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
市
役

所
各
支
所
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
医

り
ま
す
。

な
お
、
七
十
歳
以
上
の
方
は
、

平
成
十
四
年
か
ら
同
様
の
制
度
が

す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
。
月
額
の
自
己

負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
右
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
七
十
歳
未
満
の
方

（
所
得
区
分
は
一
般
）
で
、
入
院
時

の
医
療
費
が
四
十
万
円
（
自
己
負

担
額
は
三
割
の
十
二
万
円
）
か
か

っ
た
と
き
の
窓
口
負
担
額
は
…

四
十
万
円
（
医
療
費
）
か
ら
二

十
六
万
七
千
円
を
引
い
た
額
の
一

平成19年4月以降の自己負担限度額�
　　　　　　　　　　　　　 （月額）�

※同じ世帯で、同一の医療機関で過去1年間に高額療養
費に該当する支払いが4回以上あった場合、4回目か
らは自己負担額が引き下げられます。なお、所得申告
をしていない世帯については、上位所得者の扱いにな
ります。自己負担割合を正しく判定するためにも、所
得が無い場合でも、所得申告をしてください。�

所得区分�
（世帯）�

所得区分�
（世帯）�

一般�

過去1年間の高額該当が�
3回まで�

80,100円＋�
（医療費－267,000円）�
　　　　　　　　×1％�

上位所得者�
（年間の所得が�
600万円以上�
の世帯）�
住民税非課�

150,000円＋�
（医療費－500,000円）�
　　　　　　　　×1％�

35,400円�
�

一般� 44,400円�
上位所得者� 83,400円�
住民税非課� 24,600円�

4回目以降�

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
七
十
歳
未
満
の
方
は
、
入
院
時

に
ご
加
入
の
医
療
保
険
証
と
合
わ
せ
て
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
窓

口
で
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

●受診�
●入院が決まる�

●認定証の交付申請� ●認定証の交付� ●入院する�
●認定証を医療機関に提示して、�
　限度額までを支払う�国 保�

認
定
証� 認

定
証�

（医療機関での負担額）�

例�
●自己負担限度額�
　80,100円　＋　1,330円�
�

入院時の医療費が40万円�
かかった場合（所得区分が一般）�

(医療費40万円－267,000円)×１％�

医療費が267,000円を超えた場合は、�
超えた分の１％を加えます�

＝81，430円�

４月１日から入院時の窓口負担が�
自己負担限度額までになります�
４月１日から入院時の窓口負担が�
自己負担限度額までになります�
４月１日から入院時の窓口負担が�
自己負担限度額までになります�



療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応

じ
て
限
度
額
を
適
用
す
る
た
め
に

必
要
に
な
り
ま
す
。
認
定
証
が
交

付
さ
れ
た
ら
、
保
険
証
と
一
緒
に

認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
認
定
証
に
は
有
効
期
限

が
あ
り
ま
す
。
有
効
期
限
は
申
請

し
た
月
の
初
日
か
ら
、
翌
年
度
の

七
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
平
成

十
九
年
度
の
み
平
成
十
九
年
七
月

末
ま
で
）

保
険
税
の
滞
納
の
あ
る
世
帯
に

つ
い
て
は
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
医
療
費
の
三
割
（
三

歳
未
満
は
二
割
）
を
窓
口
で
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課

℡
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
〇
五

各
支
所
健
康
福
祉
課

園
部
℡
六
八
―
〇
〇
一
一

八
木
℡
四
二
―
二
三
〇
〇

日
吉
℡
六
八
―
〇
〇
三
二

美
山
℡
六
八
―
〇
〇
四
一

※
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
】

四
月
上
旬
か
ら
狂
犬
病
集
合
予

防
注
射
が
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
は
日
本
国
内
で
、
海
外
か

ら
の
帰
国
者
の
狂
犬
病
に
よ
る
犠

牲
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
犬
の
狂

犬
病
は
、
日
本
、
英
国
、
北
欧
諸

国
を
除
く
世
界
各
国
で
発
生
し
て

お
り
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
る
と
、
全
世
界
で
毎
年
五
万

人
以
上
の
人
が
狂
犬
病
に
よ
っ
て

死
亡
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
、
犬
の
所
有
者
は
市
町
村
に

登
録
す
る
こ
と
と
、
毎
年
一
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。（
狂
犬

病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登
録
や
狂

犬
病
予
防
注
射
を
せ
ず
、
鑑
札
、

注
射
済
票
を
付
け
な
い
場
合
、
二

十
万
円
以
下
の
罰
則
が
あ
り
ま

す
）犬

に
か
ま
れ
た
場
合
、
未
注
射

犬
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
注
射
の
巡

回
場
所
は
別
途
配
布
の
チ
ラ
シ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
毎

年
一
回
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

【
海
外
で
も
し
も
、
か
ま
れ
て
し

ま
っ
た
ら
…
】

海
外
の
狂
犬
病
流
行
地
で
は
、

犬
や
ね
こ
、
野
生
動
物
な
ど
に
は
、

む
や
み
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
狂
犬
病
の
恐
れ
の

あ
る
犬
な
ど
に
か
ま
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
傷
口
を
石
け
ん
と
水
で
よ
く

洗
い
、
医
療
機
関
で
で
き
る
だ
け

早
く
傷
の
処
置
と
狂
犬
病
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
帰
国
時
に
は
検
疫
所
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
の
登
録
に
つ
い
て
】

犬
を
飼
う
場
合
は
登
録
が
必
要

で
す
。
対
象
と
な
る
の
は
生
後
九

十
一
日
以
上
の
犬
で
、
飼
い
始
め

て
か
ら
三
十
日
以
内
に
必
ず
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
は
各
支
所
健
康
福

祉
課
、
ま
た
は
動
物
病
院
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
料
は
一
匹
に

つ
き
三
千
円
で
す
。

登
録
す
る
と
「
犬
の
鑑
札
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪

に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札

を
再
発
行
す
る
場
合
は
一
匹
に
つ

き
千
六
百
円
が
必
要
で
す
。

登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
り
、

飼
い
主
の
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
に
も
、
各
支
所
健
康
福
祉

課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。（
狂

犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
死
亡
の

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
犬
の
所

在
地
や
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
な

ど
の
変
更
の
届
出
を
し
な
か
っ
た

場
合
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
則
が

あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課

℡
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
〇
五

各
支
所
健
康
福
祉
課

園
部
℡
六
八
―
〇
〇
一
一

八
木
℡
四
二
―
二
三
〇
〇

日
吉
℡
六
八
―
〇
〇
三
二

美
山
℡
六
八
―
〇
〇
四
一
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愛
犬
愛
犬
に 

年
一
回

年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
を
！�

愛
犬
愛
犬
に 

年
一
回

年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
を
！�

愛
犬
に 

年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
！�
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二
月
二
十
五
日
、
南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
！
」
を
開
催

し
、
市
内
か
ら
お
よ
そ
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
最
初
に
、
八

木
町
の
「
京
都
八
木
よ
さ
こ
い
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な
よ
さ
こ

い
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
後
、
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
さ
れ
、
男

女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
南
丹

市
の
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
て
い
る
「
仕
掛
人

会
議
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
男
女
共
同
参
画

の
南
丹
市
を
築
き
ま
し
ょ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
・
家
族
問
題
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
岡
野
あ
つ
こ
氏
が
「
男

女
共
同
参
画
社
会
に
む
け
て
〜
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜
」
と

題
し
、
夫
婦
が
お
互
い
を
理
解
し

合
え
る
た
め
の
会
話
や
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
の
コ
ツ
な
ど
を
話
さ
れ
、
訪

れ
た
市
民
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
誰

に
で
も
社
会
参
加
の
機
会
が
均

等
に
与
え
ら
れ
る
南
丹
市
を

「
な
ん
た
ん
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
仕
掛
人
会
議
」
で
は
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
女
性

た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に

自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
男
も
女

も
お
互
い
を
理
解
し
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
中
の

軈
ひ
と
り
軋
と
し
て
の
自
覚
や

責
任
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
、「
仕
掛
人
会
議
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ま
の
一
人
で
も
多

く
の
人
に
理
解
を
求
め
て
い
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
も
、
身
近
な
問
題
と
し

て
家
庭
の
中
や
地
域
の
中
で
も

っ
と
お
互
い
に
理
解
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
個
性
が
発

揮
で
き
る
南
丹
市
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

蜻
岡
野
あ
つ
こ
氏
に
よ
る
講
演

▲「京都八木よさこい」のステージ

▲なんたん女性のネットワーク仕掛人会議の皆さん

「「「「男女それぞれを尊重男女それぞれを尊重男女それぞれを尊重
しあえる社会をめざしてしあえる社会をめざしてしあえる社会をめざして」」」

なんたん女性のネットワーク
仕掛人会議代表

野々口　きぬゑさん

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す

ー
南
丹
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　

「
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
！
」
ー
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滋
賀
県
の
寺
院
三
寶
莚

さ
ん
ぽ
う
え
ん

の
栢
木

住
職

が
、
反
戦
平
和
の
願
い
か
ら
日
本
と
の
交
流
を

続
け
て
い
る
サ
イ
パ
ン
島
の
子
ど
も
た
ち
十
五

人
と
ツ
デ
ラ
市
長
ら
が
、
二
月
七
日
南
丹
市
を

訪
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
か
ら
毎
年
こ
の

時
期
に
サ
イ
パ
ン
島
か
ら
旧
園
部
町
を
訪
れ
て

お
り
、
今
回
で
二
十
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

一
行
は
、
湖
池
屋
園
部
工
場
の
見
学
の
後
、

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
開
催
し
た
交
流
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
地
元
の
小
・
中
学
生
や
英
会
話

寛
照�

教
室
の
生
徒
ら
お
よ
そ
二
十
人
が

集
ま
り
、
コ
マ
や
け
ん
玉
な
ど
日

本
の
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
て

殿
田
中
学
校
三
年
の
久
世
早
紀
さ

ん
、
伊
藤
百
合
さ
ん
、
森
木
春
香

さ
ん
、
中
川
温
子
さ
ん
が
、「
み
な

さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
を
英
語
で
行
い
、
サ

イ
パ
ン
島
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

得
意
の
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
言

葉
の
壁
を
越
え
た
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

全
国
有
線
テ
レ
ビ
協
議
会
主
催

の
全
国
自
主
放
送
番
組
制
作
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
南
丹
市
情
報
セ
ン
タ

ー
の
自
主
制
作
番
組
『
ふ
る
さ
と

西
田
　
魚
の
観
察
会
』
が
（
二
十

八
テ
レ
ビ
局
）
五
十
九
作
品
の
中

か
ら
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
二
月
十

六
日
、
全
国
町
村
会
館
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
内
藤
智
子
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
毎
週
一
回
の
ニ

ュ
ー
ス
番
組
で
取
り
組
ん
で
い
る

特
集
の
一
つ
で
、
多
く
の
淡
水
魚

が
生
息
し
て
い
る
環
境
を
残
し
て

い
き
た
い
と
願
う
、八
木
町
西
田
地

区
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
も
の
。

南
丹
市
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

昨
年
度
も
「
こ
こ
ろ
は
い
つ
も
ぽ

っ
か
ぽ
か
　
楽
し
む
心
い
つ
も
二

人
で
」
と
い
う
作
品
が
入
賞
し
て

い
ま
す
。
二
年
連
続
の
受
賞
に
、

内
藤
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
賞
を
励

み
に
、
よ
り
身
近
な
情
報
発
信
基

地
と
し
て
制
作
技
術
は
も
と
よ
り
、

地
域
活
性
化
を
担
う
番
組
作
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

蜻
日
本
の
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た

▲表彰を受けた内藤アナウンサー

▲受賞作品『ふるさと西田　魚の観察会』の取材風景

▲仲良くなってみんな一緒に記念撮影

サ
イ
パ
ン
島
青
少
年
団
と
の
交
流

南
丹
市
情
報
セ
ン
タ
ー
の

自
主
制
作
番
組
が
優
秀
賞
を
受
賞

ー
全
国
自
主
放
送
番
組
制
作
コ
ン
ク
ー
ル
ー



二
月
二
十
日
、
南
丹
市
役
所
で

「
第
一
回
南
丹
市
国
民
保
護
協
議

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
国
や
京
都
府
、
消

防
、
警
察
、
各
教
育
機
関
、
各
公

共
機
関
、
市
役
所
な
ど
二
十
一
団

体
か
ら
三
十
三
人
が
出
席
し
ま
し

た
。会

議
で
は
、
佐
々
木
稔
納
市
長

が
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
有
事
の
際
に
各
関
連
機

関
と
連
携
し
市
民
の
生
命
、
身
体

お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
「
南
丹

市
国
民
保
護
計
画
」
が
検
討
さ
れ
、

策
定
さ
れ
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
、
園
部
町
船
阪

の
九
品
寺
で
、
園
部
消
防
署
を
は

じ
め
、
地
元
消
防
協
力
隊
や
神
社

の
関
係
者
に
よ
る
、
裏
山
か
ら
の

火
災
を
想
定
し
た
文
化
財
防
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
煙
機
に
よ
る
煙
で
緊
張
感
が

広
が
る
中
、
地
元
消
防
協
力
隊
が

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を

行
い
、
通
報
を
受
け
て
駆
け
つ
け

た
消
防
署
員
が
、
山
林
に
向
か
っ

て
勢
い
よ
く
放
水
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
日
吉
地
域
、
八
木
地
域
、

美
山
地
域
で
も
訓
練
が
行
わ
れ
、

大
切
な
財
産
を
守
る
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

安
全
な
道
路
交
通
網
の
整
備
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で

快
適
な
交
通
社
会
を
築
く
一
員
と

し
て
、
交
通
安
全
意
識
と
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
た
め
に
、

年
齢
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育
を

推
進
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、

安
全
で
住
み
よ
い
南
丹
市
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

二
月
六
日
に
行
わ
れ
た
答
申
の

際
に
は
、
大
道
会
長
が
「
高
齢
化

に
よ
る
運
転
能
力
の
低
下
対
策
が

必
要
」
と
述
べ
ら
れ
、
佐
々
木
市

長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

も
と
に
計
画
を
進
め
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
五
日
、
南
丹
市
交
通

安
全
対
策
審
議
会
（
大
道
芳
夫
会

長
）
が
南
丹
市
役
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
南
丹
市
内
に

お
け
る
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
交
通
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
の
長
期
的
な
施
策
の
大
綱

と
し
て
の
「
南
丹
市
交
通
安
全
計

画
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
市
民
を
交
通
事
故

の
脅
威
か
ら
守
り
、
平
成
二
十
二

年
ま
で
に
年
間
の
負
傷
者
数
を
百

五
十
人
以
下
と
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
と
も
に
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
身
近
な
生
活
道

路
を
始
め
と
し
て
人
優
先
の
道
路

交
通
環
境
整
備
の
強
化
を
図
り
、

12
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▲市の交通安全計画が審議されました

▲市民の安全を守るための計画が検討されました

▲市長に答申を行う大道会長（写真中央）

▲地元消防協力隊による初期消火訓練

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

ー
文
化
財
防
火
デ
ー
ー

有
事
の
際
に
市
民
を
守
る

ー
南
丹
市
国
民
保
護
協
議
会
ー

地域の実情にあわせた計画を進める
ー南丹市交通安全対策審議会ー
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二
月
二
十
五
日
、
日
吉
町
の
中

世
木
公
民
館
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ

れ
、
地
元
住
民
の
方
々
や
佐
々
木

市
長
ら
お
よ
そ
四
十
人
が
集
い
、

公
民
館
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
中
川
輝
男
区
長
が
「
活

力
あ
る
明
る
い
地
域
と
な
る
た
め

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

旧
中
世
木
公
民
館
は
、
築
百
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が

進
ん
だ
こ
と
か
ら
改
築
さ
れ
、
木

造
瓦
ぶ
き
平
屋
建
て
（
建
築
面
積

一
六
一
・
四
七
平
方
誡
）
で
三
十

三
帖

じ
ょ
う

の
集
会
室
の
ほ
か
に
調
理
室

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
二
日
、
美
山
町
下
吉

田
地
区
で
「
下
吉
田
ト
ン
ネ
ル
」

の
貫
通
式
が
行
わ
れ
、
岸
上
吉
治

助
役
ら
が
出
席
し
、
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
府
道
十
九
号
線
と

十
二
号
線
を
結
ぶ
府
道
和
泉
―
宮

脇
線
、
全
長
二
六
五
誡
、
車
道
幅

六
誡
の
片
側
一
車
線
道
路
と
、
幅

二
・
五
誡
の
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま

す
。平

成
十
九
年
度
末
の
完
成
に
向

け
て
路
面
の
舗
装
や
壁
面
、
天
井

の
補
強
工
事
が
進
め
ら
れ
る
予
定

で
す
。

二
月
一
日
、
八
木
町
室
橋
で
発

掘
さ
れ
た
遺
跡
に
つ
い
て
財
団
法

人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
発
掘
さ
れ
た
の
は
、
古
墳

時
代
の
竪
穴
式
住
居
跡
や
、
奈
良

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の

建
物
跡
や
溝
な
ど
で
す
。
近
く
に

は
池
上
遺
跡
（
弥
生
時
代
か
ら
奈

良
時
代
の
大
規
模
集
落
跡
）
や
野

条
遺
跡
（
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時

代
の
集
落
跡
）
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
生
活
様
式
を
知
る
手

が
か
り
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
十
七
日
、
市
役
所
日
吉
支

所
四
階
の
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
殿
田
小
学
校
と
五
ヶ
荘
小
学
校

に
よ
る
合
同
学
習
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
初
に
両
校
が
全
員
で
「
心
と

心
で
」
を
合
唱
し
た
後
、
殿
田
小

学
校
の
各
学
年
が
、
一
年
を
か
け

て
学
ん
で
き
た
地
元
日
吉
の
こ
と

や
環
境
問
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
五
ヶ
荘
小
学
校
全

員
で
金
管
楽
器
演
奏
と
踊
り
を
発

表
し
ま
し
た
。
最
後
に
両
校
全
員

で
「
半
日
村
」
の
群
読
を
行
い
、

統
合
を
控
え
た
両
校
で
学
習
交
流

を
し
て
き
た
成
果
を
、
訪
れ
た
地

域
の
人
た
ち
に
発
表
し
ま
し
た
。

▲熱心に聞き入る考古学ファン

▲公民館の完成を祝いました

▲両校全員で発表した「半日村」の群読

▲工事の安全を願い行われた鏡開き

八
木
町
室
橋
で
古
代
の

遺
跡
が
見
つ
か
る

ー
室
橋
遺
跡
現
地
説
明
会
ー

地
域
交
通
の
利
便
と

安
全
を
図
る

ー
下
吉
田
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
ー

活
力
あ
る
明
る
い
地
域

の
拠
点
と
し
て
活
用

ー
中
世
木
公
民
館
し
ゅ
ん
工
式
ー

１年間で学んできたことを地域の皆さんに発表
ー殿田小・五ヶ荘小合同学習発表会ー
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お
元
気
で
す
か
？�

　
保
健
師
で
す
。�

―12―�

毎
年
、
春
を
迎
え
る
と
涙
目
や
鼻

水
、
く
し
ゃ
み
な
ど
に
悩
む
花
粉
症

の
方
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

花
粉
症
は
、
体
の
免
疫
反
応
が
、

体
の
中
に
入
っ
た
花
粉
に
過
剰
に
反

応
し
て
、
起
こ
り
ま
す
。「
く
し
ゃ

み
」
で
吹
き
飛
ば
し
た
り
、「
鼻
水
」

や
「
涙
」
で
洗
い
流
し
、
花
粉
を
体

の
外
に
出
そ
う
と
し
て
症
状
が
出
る

の
で
す
。

現
在
、
花
粉
症
で
な
い
方
も
こ
の

季
節
が
来
る
と
「
今
年
は
危
な
い
の

で
は
…
」
と
不
安
に
な
る
人
が
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
で
約
二
千
万
人
と
も
い
わ
れ

て
い
る
花
粉
症
患
者
の
七
割
は
、
ス

ギ
花
粉
が
原
因
で
す
。

ス
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
、
風
に
よ

っ
て
花
粉
を
運
ぶ
植
物
（
風
媒
花
）

は
、
虫
な
ど
が
花
粉
を
運
ぶ
植
物

（
虫
媒
花
）
よ
り
も
多
量
の
花
粉
を

つ
く
り
、
花
粉
が
遠
く
ま
で
運
ば
れ

る
の
で
花
粉
症
の
原
因
に
な
り
や
す

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
花
粉
症
を

悪
化
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も

の
と
し
て
空
気
中
の
汚
染
物
質
や
日

ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
に
よ
る
影

響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
十
ヵ
条

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
花
粉
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

①
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
を
な
る
べ
く
控
え
る

②
緑
黄
色
野
菜
や
豆
類
な
ど
を
積
極

的
に
取
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
生
活
を
送
る

③
一
日
三
食
を
な
る
べ
く
決
ま
っ
た

時
間
に
取
る

④
睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る

⑤
花
粉
予
報
は
毎
日
欠
か
さ
ず
チ
ェ

ッ
ク
す
る

⑥
外
出
時
は
な
る
べ
く
マ
ス
ク
や
メ

ガ
ネ
を
着
け
る
（
マ
ス
ク
の
内
側

に
ガ
ー
ゼ
を
入
れ
る
の
も
効
果
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
髪
に
付
い
た

花
粉
は
落
と
し
に
く
い
の
で
帽
子

を
か
ぶ
る
の
も
効
果
が
あ
り
ま

す
）

⑦
花
粉
の
飛
散
量
が
多
い
日
に
は
、

セ
ー
タ
ー
な
ど
目
の
粗
い
衣
類
を

避
け
る
（
日
の
出
以
降
は
湿
度
が

下
が
り
、
花
粉
が
飛
散
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
正
午
か
ら
十
八

時
頃
ま
で
は
要
注
意
で
す
）

⑧
花
粉
が
付
い
て
も
家
に
持
ち
込
ま

な
い
（
帰
宅
時
に
は
玄
関
前
で
、

必
ず
花
粉
を
払
っ
て
か
ら
家
に
入

り
ま
し
ょ
う
）

⑨
帰
宅
後
は
ま
ず
顔
や
手
を
よ
く
洗

い
、
う
が
い
を
す
る

⑩
窓
を
開
け
て
換
気
を
す
る
場
合

は
、
花
粉
の
飛
散
が
少
な
い
時
間

帯
を
選
ぶ
（
気
温
が
上
が
り
湿
度

が
下
が
る
と
花
粉
の
飛
散
量
が
増

え
る
の
で
、
雨
上
が
り
の
晴
天
の

日
は
要
注
意
で
す
）

「吸い込まない、持ち込まない」で
花粉の季節を乗り越えよう

■
花
粉
症
に
つ
い
て

■
花
粉
症
の
原
因
は
？

■
花
粉
症
を
防
ぐ

発
症
の
初
期
は
く
し
ゃ
み
、
鼻
水

な
ど
風
邪
と
同
じ
よ
う
な
症
状
が
見

ら
れ
ま
す
。
ご
く
初
期
の
症
状
で
は

鼻
粘
膜
の
炎
症
は
あ
ま
り
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
に
治
療
を
開
始

す
る
と
粘
膜
の
炎
症
の
進
行
を
抑
え

ら
れ
、
花
粉
症
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

花
粉
症
の
治
療
に
は
、
医
療
機
関

で
行
う
薬
物
治
療
、
手
術
治
療
、
減

感
作
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
医
療
で
は
完
治
す
る
率
は
高
く

な
く
、
新
し
い
治
療
の
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
治
療
に
関
し
て
、

ま
ず
は
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
花
粉
に
接
す
る
機

会
を
減
ら
す
よ
う
努
力
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

花粉飛散カレンダー

その他

ヒノキ

ケヤキ

クワ

イネ

マツ

ブナ キク

イチョウ

それぞれの基線を0として
花粉飛散量と期間を示す

カバノキ

スギ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

ハンノキ

■
花
粉
症
の
治
療
に
つ
い
て
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森の資料館の床には、動物の足跡が…。跡をたどると何の動物か分かる、森を
楽しく知る工夫が溢れています。府民の森ひよしは、昨年4月から日吉ふるさと
株式会社（郷土資料館は市教育委員会）で管理運営をされており、全国各地から
年間4万人を超える利用者があります。今年のゴールデンウィークもすでに予約
がいっぱいで、新緑の森を楽しむ人々でにぎわう予感。「お客さんに『また来る
ね』と声をかけていただくことが何よりうれしいです」と、事務の倉島悦美さん。
冬の早朝には、鹿の群れが広場で朝の食事をする風景が見られるそうです。

【森の資料館・木工研修館・キャビン・キャンプ場】
TEL（0771）72－1339 水曜定休　

【郷土資料館・サイクリングターミナル】
TEL（0771）72－1130

3～11月は火・水曜（夏休み中は水曜のみ）定休
◆住所：南丹市日吉町天若
◆交通：府道１９号を日吉ダム方面へ。
※詳しいことはお問い合わせください。

府民の森ひよし

日
吉
ダ
ム
湖
畔
沿
い
の
道
を
進

み
、
丸
太
作
り
の
ゲ
ー
ト
を
通
過

し
て
坂
を
上
る
と
、
森
と
空
を
背

景
に
一
面
の
芝
生
が
広
が
り
ま
す
。

「
府
民
の
森
ひ
よ
し
」
の
広
大

な
敷
地
内
に
は
、
「
観
察
の
森
」

「
体
験
の
森
」「
散
策
の
森
」
が
あ

り
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
の
中
で
季

節
の
花
や
樹
木
観
察
、
森
林
浴
な

ど
が
散
歩
を
し
な
が
ら
楽
し
め
ま

す
。「

森
の
資
料
館
」
で
は
、
森
の

働
き
や
面
白
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
、「
木
工
研
修
館
」
で
は
、
指
導

員
の
指
導
の
も
と
で
木
工
体
験
が

で
き
ま
す
（
要
予
約
）。「
森
の
広

場
」
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
付
き
の
キ

ャ
ビ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

家
族
や
気
の
合
う
仲
間
で
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
り
、
爽
や

か
な
風
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
森

や
日
吉
ダ
ム
周
辺
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

日
吉
の
歴
史
や
生
活
・
文
化
が

再
発
見
で
き
る
「
郷
土
資
料
館
」

で
は
、
日

吉
ダ
ム
建

設
に
よ
り

水
没
し
た

天
若
地
区

の
か
や
ぶ

き
民
家
二

棟
を
移
築

復
元
し
て
あ
り
、
懐
か
し
い
軈
お

く
ど
さ
ん
軋
や
軈
い
ろ
り
軋
か
ら

昔
の
生
活
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
若
遺
跡
の
出
土
品
な
ど
の

常
設
展
示
も
あ
る
ほ
か
、
現
在
は

春
季
ミ
ニ
収
蔵
品
展
「
教
室
は
思

い
出
の
宝
箱
」
と
し
て
、
明
治
か

ら
昭
和
の
学
校
の
資
料
展
示
が
五

月
二
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。（
要
入
館
料
）

森
で
遊
ぶ
、
森
で
学
ぶ
、
森
を
楽
し
む
！

事務 倉島　悦美 さん

蜻
施
設
全
景

⑬

▲展示パネルやジオラマで森の働きがわかる「森の資料館」

▲「郷土資料館」の移築民家
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美山中学校体育館で第22回美山スポーツ少年団剣道
交流会が行われ、美山町地域の小学校と弓削小学校（京
都市右京区）のスポーツ少年団で活動する男女95人が
参加しました。
大会は学校別の団体戦と、学年の男女別個人戦で行

われました。子どもたちは日ごろの練習の成果を出し
て鍛えた技を競い合い、団体戦では知井小学校が優勝
しました。会場には保護者らも応援に駆けつけ、子ど
もたちの熱戦を応援していました。

第29回京都府民総合体育大会市町
村対抗駅伝競走（財団法人 京都府
体育協会主催）が福知山市三段池公
園総合体育館前を出発・決勝とする
全8区間約36㌔のコースで行われま
した。
大会には京都府内の25市町村か

ら、およそ200人が参加し、南丹市
は今年から旧四町から集まった1チ
ームとして出場しました。
レースは時折雨の降る中で行わ

れ、南丹市は2時間4分36秒で見事
7位入賞を果たしました。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

▲自らの役者経験を話される八名信夫さん

▲数々の熱戦が繰り広げられました

「
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
技
を
競
う
」

（
2
／
25
・
美
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
・
美
山
町
）

「
誰
に
だ
っ
て
そ
の
人

の
『
華
』
が
あ
る
」

（
2
／
24
・
南
丹
市
人
権
講
演
会
・
園
部
町
）

南丹市、市教育委員会、市人権教
育・啓発推進協議会主催の「南丹市人
権講演会」が、南丹市国際交流会館で
行われおよそ200人の市民が参加しま
した。
講演会は、俳優の八名信夫さんによ
る「誰にだってその人の『華』があ
る」と題して行われ、八名さん自身が
プロ野球選手から悪役俳優として48
年間歩んでこられた経験や、テレビ
CMがきっかけでテレビの悪役という
イメージが払しょくしたことなどを話
され、訪れた市民らは話に聞き入って
いました。

「
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

七
位
に
入
賞
」

（
2
／
11
・
京
都
府
民
総
体
・
福
知
山
市
）

☆北桑田ライオンズクラブ様より南丹市立美山中
学校にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を寄贈い
ただきました。ありがとうございました。

－ご寄付ご寄付・ご厚意ご厚意ありがとうございました－�－ご寄付・ご厚意ありがとうございました－�

▲7位入賞に喜びの記念撮影
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「
お
話
を
絵
に
す
る
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

「
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
に
姉
弟
で
入
賞
」

第36回「お話を絵にする」コンクール
（京都新聞社主催）で、南丹市立殿田小学
校2年生の宇野颯人

はやと

くんの「めざめのもり
のいちだいじ」が文部科学大臣奨励賞に輝
きました。同コンクールは園児や児童を対
象に、選定読書を読んだ感想を自由に絵で
表現してもらうもので、京都府・滋賀県な
どから約13万点の応募があり、1月28日
に京都新聞文化ホールで表彰式が行われま
した。

▲文部科学大臣奨励賞を受ける宇野颯人くん

南丹市国際交流会館で南丹市婦人会園部
支部による「きさらぎフェア」が開催され
ました。今回で24回目となるこのイベン
トは、今回から南丹市婦人会の行事として
取り組まれ、園部地域内の婦人会各支部で
作られたぬいぐるみやパッチワーク、服を
リサイクルして作った小物などが展示され
たほか、八木、日吉、美山の各婦人会支部
からも出展があり、およそ300点の作品が
展示され、市内から多くの人が来場しまし
た。

南丹市園部公民館で、園部町文化協
会(高木茂会長)主催の「かるた大会」
が開かれ、市内の子どもからお年寄り
まで約50人が参加しました。日本の
古典文学の「小倉百人一首」に触れ、
市民の交流の機会になればと毎年開か
れており、今年で16回を迎えました。
大会は3人1組のチーム同士による

「源平」方式で対戦し、初心者から、
上の句が読まれただけで札を取る上級
者までが熱戦を繰り広げました。

全国共済農業協同組合連合会が主催
する「第50回JA共済全国小・中学生書
道コンクール」が行われ、全国から約
127万人の小・中学生が応募した作品の
中から、南丹市立園部中学校3年の田中
斐子
あや こ

さんが書いた「松風水月」が、半
紙の部で文部科学大臣奨励賞を受賞し
ました。また、南丹市立園部小学校6年
の田中希佳

きよし

くんが書いた「白梅の里」が
同コンクール半紙の部で佳作を受賞し
ました。2月2日に東京都内で行われた
表彰式には姉弟で出席し、表彰されま
した。

（「
お
話
を
絵
に
す
る
」
コ
ン
ク
ー
ル
・
日
吉
町
）

「
小
倉
百
人
一
首
で
楽
し
く
交
流
」

（
2
／
3
・
園
部
町
文
化
協
会
「
か
る
た
大
会
」
・
園
部
町
）

「
出
展
作
品
を
と
お
し
て
地
域
の
交
流
を
図
る
」

（
2
／
17
〜
18
・
き
さ
ら
ぎ
フ
ェ
ア
・
園
部
町
）

（
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
・
園
部
町
）

▲趣向を凝らした作品が並びました

▲「どこにあるのかなー」

▲表彰を受けた田中斐子さん（右）と希佳くん（左）

2007.3



今
年
は
暖
冬
で
雪
が
少
な
く
、
地

球
温
暖
化
の
影
響
を
肌
で
感
じ
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
平
成
九
年
の
地

球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が

世
界
各
国
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ

た
身
近
な
こ
と
か
ら
、
地
球
に
優
し

い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。（

Ｓ
）

南
丹
市
美
山
町
北
地
区
は
、
か
や

ぶ
き
屋
根
の
民
家
が
数
多
く
残
る

日
本
の
原
風
景
軈
か
や
ぶ
き
の
里
軋

と
し
て
、
平
成
五
年
に
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
を
受
け
、
年
間
お
よ
そ
七
十
万

人
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

「
か
や
ぶ
き
雪
灯
廊
」
は
か
や

ぶ
き
の
里
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て

始
め
ら
れ
、
今
年
で
三
回
目
。
集

落
内
の
田
ん
ぼ
や
あ
ぜ
道
な
ど
に

雪
の
小
さ
な
か
ま
く
ら
を
作
り
、

中
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
明
か
り
を

付
け
、
雪
に
包
ま
れ
た
か
や
ぶ
き

の
里
を
灯と

も

し
ま
す
。
今
年
は
暖
冬

の
影
響
で
雪
が
少
な
く
、
竹
を
く

り
ぬ
い
て
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
た

灯
籠

と
う
ろ
う

お
よ
そ
五
百
本
を
、
地
域
の

子
ど
も
や
大
人
で
作
り
ま
し
た
。

前
日
に
は
待
ち
に
待
っ
た
雪
が
降

り
、
当
日
の
参
加
者
で
雪
の
灯
籠

も
作
ら
れ
、
辺
り
が
暗
く
な
る
と
、

ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
し
ま
し
た
。

身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
で
し
た

が
、
あ
た
た
か
な
光
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ

り
と
灯
る
幻
想
的
な
風
景
に
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

編
集
後
記

軈
か
や
ぶ
き
雪
灯
廊

と
う
ろ
う

軋

―
美
山
町
北
地
区
―
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DATADATA
●総人口：35,966人（－98)
（男：17,265人・女：18,701人）

（－45） （－53）

●世帯数：13,465世帯（－31)
（平成19年3月1日現在）

（ ）内は前月比　

●園部町

「健やかで、心優しい子に育ってね」
（パパ・ママより）

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは企画情報課秘書広報係まで

長尾　華奈ちゃん（5ヵ月）


